










心身障害の新たな発生からこども達を守る目的で行われている厚生省心身障害研究の一環

として新生児マススクリーニングに関する研究班が編成されてから 6年が経過した。最初

の 3 年間は,それまで細分化され分散していた研究テーマを再編成した形の構成でマスス

クリーニングに関心を持つ全国の研究者が一堂に会し議論しながらデータをまとめる方式

をとった。分担研究のテーマも,(1)先天代謝異常,(2)クレチン症,(3)神経芽細胞腫,(4)新

しいマススクリーニングの開発,(5)B 型肝炎母子感染防止(但し昭和 60 年度から),とほぼ

種目別に分けたことがこの研究班の特徴であった。 


